
ミ
ヨ

師
め
作
仰
多
し
。
昔
は
諸
織
の
郷
に
寺
領
あ
り
。
中

頃
額
靭
卿
一
ニ
ヶ
村
を
お
附
あ
り
し
と
、
此
寺
観
脅
堂

前
作
興
政
に
在
。
。
共
頃
は
大
伽
践
に
て
、
今
に
十
町

の
閲
礎
等
そ
の
依
残
り
あ
り
。
今
に
白
山
霊
忠
の
寄

進
の
石
燃
館
、
梶
原
景
時
の
お
附
の
大
.
石
の
手
水
鉢

あ
り
。
頼
朝
卿
共
外
持
軍
家
の
器
所
あ
り
。
境
内
隠

し
。
大
石
構
多
く
あ
り
。
寺
中
に
明
起
の
泊
・
明
足

の
石
と
て
あ
り
。
翻
あ
り
。
』
と
あ
り
、
資
永
一
覧
記

に
は
、
『
捌
脅
裳
の
前
な
る
手
水
鉢
は
梶
原
が
容
態
と

い
ふ
。
投
さ
七
尺
除
、
制
球
尺
足
ら
ず
、
石
舟
の
椋

な
る
鉢
な
り
。
』
と
見
え
る
。
明
泉
寺
と
頼
朝
と
の
関

係
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
或
は
悦
に
束
鑑
建
長
ご
年

十
ご
用
十
三
日
・
三
年
五
周
十
四
日
十
五
日
サ
七
日

等
の
僚
に
級
せ
ら
れ
て
、
北
係
時
宗
生
誕
の
祈
祷
と

そ
の
日
時
を
言
ひ
常
て
た
功
に
よ
り
、
能
程
凶
諸
橋

保
を
奥
へ
ら
れ
た
鶴
間
若
宮
入
瞬
別
措
除
排
を
、

先
に
明
泉
寺
の
併
で
あ
っ
た
如
く
に
繰
っ
た
設
が
あ

り
、
能
資
志
徴
に
も
『
此
隆
排
倫
正
は
則
此
明
泉
寺

の
先
住
に
て
、
今
共
位
牌
存
せ
り
。
』
と
い
ふ
地
り
、

い
つ
し
か
位
牌
ま
で
も
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
、
そ
れ
か
ら
額
靭
・
早
川
時
・
重
忠
ま
で
幻
想
が
延
長

せ
ら
れ
た
も
の
で
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
今
寺
臓
に

木
造
上
品
上
生
阿
蘭
陀
如
来
座
像
体
高
一
米
七
三
艇

の
も
の
、
及
び
木
造
糠
迦
如
来
座
像
体
・
尚
三
米
三
八

樫
の
も
の
が
あ
り
、
前
者
の
顕
胸
腹
部
と
後
者
の
頭

部
前
而
は
平
安
朝
初
期
の
作
と
認
め
ら
れ
、
時
延
元

年
字
出
・
州
悼
の
大
工
吉
村
伊
助
の
後
舗
に
係
る
。
外
に

同
時
代
の
仰
像
残
鉄
二
躯
及
び
室
町
末
期
と
認
め
ら

れ
る
紙
木
着
色
の
明
泉
寺
鎗
闘
が
あ
る
。

ミ
ヨ
ウ
セ
ン
ジ
明
専
寺

mm咋
郷
森
本
に
在
っ

て
、
提
宗
東
一
献
に
鴎
ず
る
。

ミ
ヨ
ウ
セ
ン
ジ
明
尊
寺

m
羽
咋
郡
菅
原
に
在
っ

て
、
民
宗
商
祇
に
臨
す
る
。
山
続
は
菅
原
山
。

ミ
ヨ
ウ
セ
ン
ジ
妙
専
寺

て
、
民
宗
東
振
に
臨
す
る
。

εヨ
ウ
セ
ン
ジ
名
締
寺

て
、
提
出
京
商
振
に
臨
す
る
。

ミ
ヨ
ウ
セ
ン
ジ
明
千
寺
鳳
軍
部
諸
橋
郷
に
鴎

す
る
部
務
。
白
名
は
明
泉
寺
が
あ
る
に
図
る
。
天
文

元
年
七
用
務
締
六
郷
南
北
榔
札
注
文
に
斗
百
七
十
六

閲
諸
橋
本
郷
、
此
内
サ
九
閲
明
千
寺
』
と
あ
る
か
ら
、

も
と
諸
橋
本
郷
の
枝
村
で
あ
る
。

ミ
ヨ
ウ
セ
ン
タ
ガ
ハ
明
千
寺
川
臨
京
都
明
千

寺
領
山
か
ら
流
出
し
、
前
波
領
で
海
に
注
戸
、
。
流
程

三
粁
静
。

ミ
ヨ
ウ
ソ
ウ
ジ
妙
相
寺
鳳
至
梢
輪
島
に
在
っ

て
、
日
部
宗
に
回
す
る
。
慶
長
三
年
日
玩
の
創
立
に

係
る
。ミ

ヨ
ウ
タ
イ
ジ
妙
泰
寺
金
探
高
道
町
に
在
っ

て
、
大
谷
山
と
鋭
し
、
日
諸
宗
に
鹿
す
る
。
鹿
長
十

五
年
日
仁
の
建
立
。
元
和
元
年
宇
喜
多
秀
家
の
女
理

松
院
を
孫
。
、
玉
泉
院
夫
人
よ
り
兵
の
粧
聞
大
衆
兎

村
ご
反
の
地
を
賜
は
っ
て
寺
領
と
し
た
が
、
寛
永
六

年
に
召
上
げ
ら
れ
た
。

ミ
ヨ
ウ
ダ
ツ
ジ
明
遼
寺
石
川
郡
北
安
田
に
在

っ
て
、
認
宗
東
一
献
に
回
す
る
。

ミ
ヨ
ウ
ダ
=
明
谷
川
一
一
ク
能
奨
郡
風
嵐
の
部

訴
か
ら
西
南
に
常
る
鈴
谷
で
画
そ
の
水
小
又
谷
の
そ

れ
に
A
n
L
、
牛
首
川
に
注
ぐ
。

ミ
ヨ
ウ
チ
ン
妙
珍
日
越
宗
の
前
。
永
仁
中
日

像
北
地
に
盤
化
し
て
、
河
北
部
直
江
谷
の
車
村
に
憩

う
た
時
、
邑
古
井
家
某
敬
を
受
け
て
門
脇
と
な
り
、

法
訟
を
従
来
院
海
辺
と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
袈
妙
緒
、

延
元
三
年
ハ
跨
腿
一
苅
〉
に
伽
践
を
起
し
て
日
像
休
息
の

沼
祉
を
表
し
、
妙
珍
を
回
読
し
て
閉
山
た
ら
し
め

た
。
こ
れ
即
ち
妙
珍
山
費
東
寺
で
あ
る
。
妙
珍
は
興

須
咋
郡
代
悶
に
在
つ

鳳
至
郡
名
舟
に
在
つ

閥
五
年
ハ
康
永
三
〉
八
用
朔
日
を
以
て
寂
し
た
。

εヨ
ウ
チ
ン
ソ
ウ
コ
ウ
明
珍
宗
好
迦
癖
徳
兵

衛
。
江
戸
に
.
主
り
、
明
珍
宗
妙
に
開
工
の
鶏
を
感
び
、

そ
の
民
を
胃
す
こ
と
を
許
さ
れ
、
寛
政
の
頃
金
棒
に

来
。
て
三
人
扶
持
を
受
け
た
。
一
一
代
徳
兵
衛
宗
春
を

絡
、
そ
の
子
徳
三
郎
叉
は
源
兵
衛
宗
久
は
幼
に
し
て

孤
に
な
っ
た
鏡
、
嘉
永
五
年
江
戸
に
上
。
明
珍
家
に

就
い
て
感
ん
だ
。
宗
春
・
宗
久
は
共
に
凡
工
で
あ
っ

た。ミ
ヨ
ウ
チ
ン
ソ
ウ
シ
ユ
明
珍
宗
修
大
型
寺
の

人
。
桂
氏
。
遜
稽
治
郎
兵
衛
。
江
戸
に
出
で
a
h

宵
工

の
業
を
明
珍
宗
治
に
感
び
、
安
政
四
年
五
周
そ
の
氏

を
胃
す
こ
と
を
許
さ
れ
、
後
服
務
し
て
扶
持
を
受
け

た
。
明
治
十
四
年
四
且
夜
、
四
十
九
歳
。

ミ
ヨ
ウ
テ
ン
ジ
妙
典
寺
金
棒
野
刷
寺
町
に
在

っ
て
、

E
築
山
と
践
し
、
日
蓮
宗
に
臨
す
る
。
天
正

十
三
年
目
敏
之
を
越
中
高
閲
に
建
立
し
、
耐
保
氏
磁

の
室
こ
れ
に
資
を
給
し
た
。
慶
長
十
四
年
三
輪
長
好

前
回
利
常
に
抑
制
う
て
之
を
金
禅
河
原
町
に
移
し
、
元

和
元
年
今
の
地
に
縛
じ
た
。

ミ
ヨ
ウ
デ
ン
ジ
明
億
寺
鹿
島
郡
弁

mに
在
っ

て
、
長
宗
東
振
に
園
す
る
。
初
め
本
部
尾
崎
村
に
在

っ
た
が
、
正
保
中
今
の
地
に
移
っ
た
。

ミ
ヨ
ウ
ド
ウ
ユ
ウ
ト
ン
明
盛
雄
噺
.
石
川
郡
皆

洞
宗
大
莱
寺
ご
十
三
代
の
住
持
。
爾
州
党
智
の
法
嗣
。

箆
文
入
年
五
周
十
入
日
寂
。

ミ
ヨ
ウ
ト
タ
ジ
妙
徳
寺
江
沼
郡
小
強
に
在
っ

て
、
員
宗
東
波
に
屈
す
る
。
明
治
十
三
年
五
周
の
草

創
に
係
る
。

ミ
ヨ
ウ
フ
タ
ジ
妙
福
寺
金
棒
野
国
寺
町
に
在

っ
て
、
永
隆
山
と
践
し
、
日
謹
宗
に
鴎
す
る
。
陵
安

二
年
質
成
寺
λ
代
本
提
院
日
器
の
創
立
に
係
る
。

ミ
ヨ
ウ
フ
ク
ジ
妙
語
寺
羽
咋
郡
三
明
に
在
つ

八
三
四

て
、
提
出
訴
西
一
献
に
鴎
ず
る
。

ミ
ヨ
ウ
ホ
ウ
イ
ン
明
賓
院
金
棒
成
瀬
町
に
在

っ
て
、
天
台
宗
に
臨
す
る
。
初
め
.
石
川
郡
鹿
聞
の
本

山
源
修
験
で
あ
っ
た
が
、
後

m町
に
移
。
、
明
治
四

年
今
の
地
に
縛
じ
、
五
年
修
験
を
艇
せ
ら
れ
た
る
を

以
て
天
台
宗
に
服
し
た
。

ミ
ヨ
ウ
ホ
ウ
イ
ン
リ
ヨ
ウ
妙
法
院
領
京
都
妙

法
院
門
跡
領
に
能
美
郡
南
北
白
江
庄
・
石
川
郡
抑
野

庄
の
あ
っ
た
こ
と
に
就
い
て
は
、
康
永
コ
一
年
七
用
の

文
替
が
あ
る
。

εヨ
ウ
ホ
ウ
ザ
ン
妙
法
山
.
石
川
郡
の
東
南
境

に
在
っ
て
、
飛
騨
に
跨
る
。
高
さ
一
七
七
六
米
。
地

質
石
英
組
商
岩
。
菅
絡
は
中
宮
か
ら
二
三
粁
。

ミ
ヨ
ウ
ホ
ウ
ジ
妙
法
寺
金
搾
野
凶
寺
町
に
在

っ
て
、
大
慈
山
と
脱
し
、
日
蓮
宗
に
臨
す
る
。
安
正

元
年
前
倒
利
家
の
姪
で
、
篠
原
出
羽
一
挙
の
内
室
で

あ
っ
た
松
齢
院
の
建
立
で
、
期
成
院
日
策
を
寺
中
?
.
と

し
た
。
初
は
枯
木
町
に
在
り
、
後
底
地
を
鑓
へ
て
終

に
今
の
地
に
勝
じ
、
附
近
に
同
名
の
寺
院
あ
る
を
以

て
、
坊
聞
に
之
を
太
股
妙
法
寺
と
い
う
た
。

ミ
ヨ
ウ
ホ
ウ
ジ
妙
法
寺
金
棒
沼

m町
に
在
っ

た
日
謹
宗
で
、
資
培
山
と
脱
し
た
。
寛
永
九
年
本
法

院
日
照
之
を
創
立
し
、
附
近
別
に
妙
法
寺
あ
る
を
以

て
、
坊
聞
に
曾
涼
妙
法
寺
と
い
う
た
が
、
明
治
中
間

町
安
立
寺
と
合
し
て
妙
安
寺
と
な
り
、
昭
和
中
一
史
に

桃
鼠
町
の
木
光
寺
に
合
流
し
て
立
正
寺
と
殴
め
た
。

ミ
ヨ
ウ
ホ
ウ
ジ
妙
法
寺
羽
咋
郡
太
聞
に
在
っ

て
、
日
蓮
宗
に
鴎
し
、
康
正
元
年
日
貿
の
再
建
と
い

か。ミ
ヨ
ウ
ホ
ウ
ジ
マ
明
法
島
石
川
郡
中
村
郷
に

臨
す
る
部
務
。

句
旬
、
ョ
ゥ
ホ
ウ
ソ
テ
ツ
明
峰
索
哲
留
洞
宗
の
情
。

加
賀
の
人
で
笛
樫
民
よ
り
出
た
。
始
め
敬
院
に
蜘
染


